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女性も男性も 働くことで輝き活躍し続けられる環境を目指して
関西学院大学は2010年度から2012年度まで文部科学省の「女性研究者支援モデル育成事業」の採択を受け、大学における男女共同参画
をめざしあらゆる施策に取り組みました。理工系の女性研究者の増加をはかり大学を活性化することを目標とした本事業では、理工学
部を中心としたさまざまな取組が行われ、二年目には文系学部にも拡大されました。
その結果、事業終了時には学長による男女共同参画宣言が発せられ、推進本部は新たに学院全体の男女共同参画を推進することになり
ました。また、出産・育児期の女性研究者に研究支援要員を配置するピンチヒッター制度は終了後も継続されています（裏面に詳細）。
2014年度には大学が Super Global University として採択され、2015年度は理工学部における三学科増設、高等部での男女共学開始と、
関西学院は今、変革・拡大の時期にあります。
しかしながら、女性教員数はまだ少なく、特に意思決定機関に含まれる女性は圧倒的少数という現状です。
男女共同参画を実現する体制づくりのためにも、制度の充実等のインフラ面とともにロールモデルの提示といった意識面の双方から働
きかけ、女性も男性も働くことで輝き活躍し続けられる環境づくりが、ますます必要になってきています。

平成26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
女性研究者研究活動支援事業（連携型）における取組
神戸大学が基幹校となり採択された女性研究者研究活動支援事業（連携型）事業も、2015年度は2年目となりました。この連携型事業は神
戸大学、関西学院大学、兵庫県立大学の３大学が互いに連携することにより、女性研究者の研究力・マネジメント力を増強させて女性研
究者の上位職への登用の推進、また企業と連携をはかることにより、産学共同研究の促進や女子学生および女性研究者のキャリアパスの
拡大を目的としています。

そうした方針のもと、本事業の一環として2015年度は主に以下のような取組を進めてきました（本学での開催を以下に、他大学での開催を
裏面に掲載しています）。なお、年間を通した取組として、共同研究における若手女性研究者をprincipal investigator (PI)として選出、連携
機関の研究者と共に共同研究を組織化することで、研究力・マネジメント力を高め、研究ネットワークの拡大を支援しています。採択年
度にはスタートアップ研究費を付与するほか、子育て中の場合は研究支援員を配置するなど、文系・理系の若手女性研究者が研究リーダー
として経験を積むことで、その研究力向上をめざしています。

日時：2015年7月31日（金）13:00 ～ 17:00
場所：関西学院大学 西宮上ケ原キャンパス 本部棟２階会議室４

日時：2015年11月17日（火）12:50 ～ 15:00
場所：関西学院大学 西宮上ケ原キャンパス 

本部棟２階会議室４プログラム

「アクセプトする論文の書き方」ワークショップ
西川 マリ 講師　 カクタス・コミュニケーションズ株式会社

（英文校正エディテージ）　 　　　　　　

セミナーのねらい

▼ 英語論文の執筆経験者を対象に、学術論文の標準的な構成形式で
あるIMRAD形式の論文について、執筆上の留意点を学ぶ

▼ 自分の研究を正確かつ分かりやすく読書（査読者）に伝える力を培
うとともに、アクセプトされ、検索され、引用される論文に必須
な条件を学ぶ

● 大変具体的で明快だった（大学院生（博士課程））
● 論文執筆には何か特別な裏技があるのではなく、分かりやすく丁寧に

書くことが大切なのだと思った（大学院生（修士課程））
● 医学分野だけでなく、人文系の分野の良い reference もあるとよかった（教員）

※なお、2016年度については9月30日（金）実施予定です。これまで出席
された方でも改めて参加いただけるような企画を準備しておりますの
で、皆様ぜひともご参加ください。

参加者の声 （参加者アンケートより抜粋）

プログラム

「女性が活躍するために　～秘伝を伝授～」
松見　 淳子 氏　関西学院大学文学部総合心理科学科　教授

門脇 あつ子 氏　大阪ガス（株）エネルギー技術研究所
企画チームマネージャー　　　　　

倉島　 　哲 氏　関西学院大学社会学部社会学科　教授

講演者と参加者とのグループディスカッション

● 女性視点からのキャリアの重ね方、その上での日本の雇
用面、経済面での課題について知ることができた（学部生）

● よくある「女性は専業主婦」的な概念が良い意味で裏切ら
れた（大学院生）

● スーパーウーマンだけでなく、20 ～ 30代の現場社会で今
実際にもがいている人たちの話が聞けてもよかった（大学
院生）

参加者の声 （参加者アンケートより抜粋）

2015年度 本学での開催プログラム （2016年度開催分は順次学内パブリックフォルダおよび男女共同参画HPにてお知らせいたしますので
奮ってご参加ください！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

英語スキルアップセミナー キャリアカフェ

学校法人　関西学院男女共同参画推進本部（事務局：人事部人事課）
〒662-8501　兵庫県西宮市上ケ原一番町1－155　Tel：0798-54-6008　Fax：0798-51-0428
HP：http://www.kwansei.ac.jp/gender/　　　E-mail：danjokyodo-kg@kwansei.ac.jp

男女共同参画に関するお問い合わせ

女性研究者研究活動支援制度（ピンチヒッター制度）について
出産・育児に伴い研究時間が確保しにくい女性専任教員（任期制教員・博士研究員を含む）が継続的に研究を行うことができるよ
うに、当該教員に代わって研究を行う支援者を雇用することができる制度です。2015年度は全学でのべ 10 名、のべ 1,774 時間
利用されました。今後は利用者要件を女性だけでなく育児中の男性や介護者にも拡張できるよう、制度の整備・充実を進めてい
きたいと考えています。詳細については、学内パブリックフォルダの「お知らせ」にてご案内しています。

● 利用者の要件● 利用者の要件

次の要件すべてを満たす方
・  専任教員、任期制教員、博士研究員の

資格の方
・  女性で、出産・育児のために十分な研

究時間の確保ができない方
・  原則、小学校卒業時までの子どもを養

育する方

● 支援者の要件

次の要件すべてを満たす方
・  利用者と同一または関連する分野を専

攻する方
・  支援活動をすることにより、支援者の

研究者としての能力向上が見込める方
・  支援者の給与支給基準に定められてい

る資格に該当している方

● 支援可能な業務例

・  実験の補助（機器操作、データ採取、
解析、図の作成、論文作成補助）

・  資料検索、DBの作成、音声データの
文字化（PC作業）

・  学内図書館での資料収集、文献調査
・  論文の英訳、和訳（補助）

● 利用者の声

・  育児をしながらでは難しいであろう詳細なデータ分析や研究内
容の論文化に必要なまとまった研究時間を確保することがで
きた

・  みっちり研究できないことがストレスとなり、育児中も気にか
かっていたが、定期的に研究を進めてもらえたおかげで精神的
負担が払拭され、こうした状況でも研究業績を増やすことが出
来た

・  これまで研究が忙しいときは休日勤務をせざるを得ず、個人的
に融通のきく方に保育を頼むといった場面も多かったが、この
制度を利用し始めてからその機会は格段に減った。精神的にも
余裕が生まれ、これまで以上に研究を楽しむことができるよう
になった

● 支援者の声

・  実際の研究活動を支援することにより、授業やゼミでは得ら
れない知識を得ることができた

・  研究や論文執筆を進めていく過程を支援することで、研究活動
の具体的な進め方を学ぶことができた

・  支援活動での経験が、自分自身の学会発表での発表資料作りに
活かせた

・  データを効率的に処理したり、短時間で資料を作成するスキル
が身に付いた

・  育児中の研究者と連携して実験研究を行うことで、多様の働き
方が存在すること、またチームで連携して研究成果を出してい
くという貴重な体験ができた

キャリアパスショートセミナー

プログラム
「エネルギー技術研究所の紹介 ～女性研究者が活躍する職場例～」

門脇　あつ子 氏
大阪ガス（株）エネルギー技術研究所企画チームマネージャー

「三菱総合研究所の紹介
～シンクタンクにおける女性研究者の活躍～」

吉池　由美子 氏
㈱三菱総合研究所　人間・生活研究本部人材育成・教育グループリーダー

日時：2015年7月27日（月） 16:20～17:40
場所：神戸大学 農学研究科 大会議室

外部資金獲得セミナー

プログラム

「科研費獲得の基礎」
寺本　時靖 氏

神戸大学学術研究推進機構学術研究推進本部
リサーチアドミニストレーター

質疑応答，個別相談

日時：2015年8月 6 日（木） 13:00～15:00
2016年2月12日（金） 10:00～12:00

場所：神戸大学 連携創造本部4F 大会議室

トップマネジメントセミナー

プログラム
「女性活躍推進法と望まれる大学運営」

河村　潤子 氏
文部科学省国立教育政策研究所長

「ワークライフバランスに必要な職場のバックアップ
～イクメン医師の日常から～」

田中　秀和 氏
神戸大学医学研究科循環器内科学分野  講師

日時：2016年1月20日（水）15:00～17:00
場所：兵庫県立大学 神戸商科キャンパス　教育棟Ⅲ２階C216教室

産学連携フォーラム

プログラム
「これからの研究者の産学連携」

福井　希一  氏
大阪大学大学院工学研究科　教授

［学→産］女性研究者の研究シーズ　ポスター発表
［産→学］女性研究者・技術者が輝く企業　ポスター発表

情報交換会

日時：2016年2月29日（月）14:00～17:00
場所：神戸大学 百年記念館 六甲ホール

※ご希望の方には上記各種イベントでの当日配布資料をお渡しいたしますので、事務局までお問い合わせください。

2015年度 他大学での開催プログラム（2016年度開催分は順次学内パブリックフォルダおよび男女共同参画HPにてお知らせい
たしますので奮ってご参加ください！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
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概
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あ
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ス
ト
と
し
て
登
壇
さ
れ
た
田

中
久
美
子
氏
、
宮
亜
希
氏
、
常
峰
和
子
氏
各
々

に
、
悩
み
迷
い
な
が
ら
も
歩
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア
、
苦
労
し
て
き
た
こ
と
、
働
き
続
け

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、仕
事
の
面
白
さ
、ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
コ
ツ
、
人
生
の
楽
し
さ
な

ど
を
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
形
式
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
各
氏
の
説
明
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

田
中
氏
：
私
は
、
1
9
9
3
年
の
大
学
院
生
の

時
に
試
験
（
論
文
式
）
に
合
格
し
ま
し
た
。
当

初
か
ら
海
外
で
働
き
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、

2
0
0
3
～
2
0
0
6
年
に
単
身
で
中
国
の
広

州
に
駐
在
し
ま
し
た
。
中
国
の
会
計
士
制
度
の
も

と
で
は
、
日
本
の
公
認
会
計
士
の
資
格
を
持
っ
て

い
て
も
監
査
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
公
認
会

計
士
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
あ
り
ま
す
。
中
国
に
は

日
系
企
業
が
多
く
進
出
し
て
お
り
、
彼
ら
は
現
地

（
中
国
）
の
公
認
会
計
士
事
務
所
と
契
約
し
て
い

ま
す
が
、
文
化
や
言
語
の
違
い
か
ら
、
専
門
的
な

内
容
は
通
訳
を
通
し
て
も
意
思
疎
通
が
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
中
国
の
公
認
会
計
士
と
日

系
企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
橋
渡
し
役

と
し
て
、
中
国
語
を
話
せ
る
日
本
の
公
認
会
計
士

が
、
日
系
企
業
に
も
現
地
企
業
に
も
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
広
州
事
務
所
で
は
、
私
が
最
初
の
日

本
人
駐
在
員
で
し
た
。
上
司
は
香
港
人
、
仲
間
は

中
国
人
の
中
で
、
前
任
者
も
な
く
、
言
語
の
壁
に

も
苦
労
し
ま
し
た
が
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
企

業
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
懸
命
に
努
力
し
、

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
き
ま
し
た
。帰
国
後
は
、

中
国
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
日
系
企
業
に
よ
る

海
外
企
業
を
対
象
と
し
た
M
＆
A（
合
併
・
買
収
）

に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
女
性

で
あ
る
私
が
海
外
赴
任
し
た
よ
う
に
、
監
査
法
人

で
は
仕
事
内
容
に
男
女
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女
性
比
率
が
低
い
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
昇
格
に
は
何
ら
か
の
ハ
ー
ド

ル
は
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、私
自
身
が
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
よ
う
に
、
頑
張
り
次
第
で
報
い
ら
れ
る
世

界
で
す
。
女
性
も
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
こ
と
は
可
能

で
す
。
仕
事
上
の
出
来
事
を
、
つ
ら
い
と
捉
え
る

か
、
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
か
は
考
え
よ
う
で
す
。

女
性
だ
か
ら
で
き
な
い
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

前
向
き
に
考
え
る
姿
勢
を
持
ち
、
こ
つ
こ
つ
努
力

す
れ
ば
、
い
つ
か
努
力
が
報
わ
れ
る
と
き
が
来
ま

す
。

宮
口
氏
：
私
は
大
学
（
関
学
）
3
年
生
の
4
月
か

ら
簿
記
の
勉
強
を
始
め
、
ま
ず
は
税
理
士
で
あ
っ

た
叔
父
の
影
響
も
あ
っ
て
、
税
理
士
試
験
の
勉
強

を
し
、
4
年
生
か
ら
は
会
計
士
試
験
の
勉
強
に
変

更
し
、
卒
業
の
年
に
合
格
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

ず
っ
と
大
阪
事
務
所
の
監
査
部
門
で
働
い
て
い
ま

す
。
決
算
書
は
数
字
の
羅
列
で
す
が
、
数
字
の
中

に
は
様
々
な
取
引
、
経
営
者
の
判
断
や
思
い
が
凝

縮
さ
れ
て
お
り
、会
社
の
事
情
が
垣
間
見
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
数
字
に
つ
い
て
、
企
業
の
現
状
を
把
握

す
る
た
め
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
（
顧
客
企
業
）
と
対

話
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

業
種
の
特
徴
、
経
営
環
境
、
組
織
規
模
、
経
営
者

の
考
え
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
て
、適
正
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。
ま
た
、

監
査
業
務
は
チ
ー
ム
で
行
う
た
め
、
業
務
を
滞
り

な
く
進
め
る
た
め
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
伝
え
る
、
ま
と
め
る
、

文
書
に
す
る
能
力
、
ま
た
、
相
手
の
意
見
を
理
解

し
、
自
分
の
意
見
を
的
確
に
伝
え
る
力
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。会
社
の
方
は
、会
計
士
は
何
で
も
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
何
事
に
も
解
決

策
を
提
供
し
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

「
先
生
」
と
よ
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

会
計
士
は
女
性
で
あ
っ
て
も
男
性
と
同
じ
よ
う

に
仕
事
は
で
き
ま
す
が
、
家
庭
を
持
つ
と
、
家
庭

と
仕
事
の
両
立
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
自
身
に
は

3
人
の
子
供
が
お
り
、
育
児
休
暇
も
取
り
ま
し

た
。
両
立
の
た
め
に
仕
事
の
ペ
ー
ス
を
落
と
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
働
き
方
は
自
分
自
身
で
選
べ
る
た
め
、
キ
ャ

リ
ア
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
こ
と
が
可
能
で
す
。
た

だ
、
組
織
側
に
も
課
題
が
あ
り
、
い
ま
だ
監
査
法

人
は
男
社
会
で
す
。
昇
格
す
る
に
は
引
き
上
げ
て

く
れ
る
人
の
存
在
が
大
き
く
、
一
般
に
男
性
上
司

は
男
性
部
下
を
引
き
上
げ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の

で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女
性
比
率
は
5
％
と
低
い
ま

ま
で
す
。
ま
た
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
女
性
の

先
輩
が
少
な
い
こ
と
も
、
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
を
考
え
る
上
で
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
、
監
査
法
人
で
は
、
組
織

ぐ
る
み
で
女
性
活
躍
の
推
進
を
図
る
活
動
を
し
て

お
り
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
整

い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
女
性
は
自
分
を
過
小
評
価
せ

ず
、
自
分
の
し
て
き
た
こ
と
に
自
信
を
も
っ
て
、

そ
れ
を
周
囲
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
勢
を
持
つ
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

常
峰
氏
：
私
は
大
学
卒
業
の
年
に
、
3
回
目
の
受

験
で
会
計
士
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。
今
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
セ
ク
タ
ー
部
門
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
セ
ク
タ
ー
と
は
、
官
庁
、
地
方
自
治

体
、
学
校
法
人
な
ど
の
公
的
機
関
の
こ
と
で
、
学

校
法
人
や
自
治
体
な
ど
の
監
査
を
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
包
括
外
部
監
査
で
は
、
税
金
が
有
効
か

つ
効
率
的
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
監
査
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
で
は
、
公
会
計
に
民
間

の
会
計
や
決
算
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
仕
事
は
、

日
本
国
民
の
税
金
を
適
正
に
使
用
す
る
手
助
け
と

な
り
、
社
会
貢
献
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
や

り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
仕
事
内
容

自
体
に
男
女
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
監
査
法
人
は

必
ず
し
も
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
は

い
え
な
い
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
日
本
の

企
業
は
男
社
会
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
女
性

と
い
う
だ
け
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
方
か
ら
頼
り

な
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
面

か
ら
す
る
と
男
性
に
少
し

有
利
な
世
界
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
現
在
で
は
、
各

監
査
法
人
の
努
力
に
よ

り
、
女
性
も
気
持
ち
よ
く

働
け
る
よ
う
な
環
境
が
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
は
、
就
職
を
考
え
る

時
期
に
、
ま
だ
自
分
が

何
を
し
た
い
か
が
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
ち
ょ
う
ど
就
職
活
動

が
厳
し
か
っ
た
時
期
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
資
格
取

得
を
目
指
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
実
際
に
会
計
士

と
し
て
働
い
て
み
て
感
じ

る
の
は
、
こ
の
仕
事
は
結

構
面
白
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
企
業
の
監
査
や
自

治
体
関
係
の
仕
事
を
す
る

こ
と
も
、
独
立
開
業
す
る

こ
と
も
、
企
業
の
取
締
役
に
な
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
女
性
で
あ
っ
て
も
将
来
の
選
択
肢
を
無
限
に

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
す
ば
ら
し
い
職
業
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
説
明
終
了
後
、
モ
デ
レ
ー

タ
ー
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
へ
、
参
加
者
よ
り
質

問
の
出
そ
う
な
Q
&
A
に
回
答
し
て
い
く
か
た

ち
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

Q
 1.
　
苦
労
し
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

A
 1.　

如
何
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
か

で
す
。
上
司
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
監

査
の
繁
忙
期
の
勤
務
時
間
が
長
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
さ
ほ
ど
苦
痛
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

A
 2.　

子
育
て
で
す
。
子
供
が
急
に
病
気
に
な
っ

た
時
に
、人
の
手
配
や
看
病
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

子
供
が
学
校
に
行
き
た
が
ら
ず
泣
い
た
時
、
3
人

目
が
生
ま
れ
て
長
女
が
寂
し
が
っ
て
い
た
時
に

は
、辞
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

1
年
間
は
時
短
勤
務
で
午
後
5
時
半
に
退
社
し
て

両
立
し
ま
し
た
。
今
は
、
子
供
た
ち
は
元
気
に
学

校
に
通
い
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

A
 3.　

い
ざ
海
外
赴
任
と
な
っ
た
時
に
夫
に
単
身

赴
任
を
反
対
さ
れ
、
1
回
目
の
海
外
赴
任
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
中
国
の
と
き
は

自
分
で
決
め
ま
し
た
。

A
 4.　

子
供
３
人
の
中
学
入
試
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
が
一
番
大
変

で
し
た
。

Q
 2.　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
コ
ツ
は

何
で
す
か
？

A
 1.　

周
り
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
体
制
を
つ
く

る
こ
と
で
す
。
夫
、夫
の
実
家
、チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

な
ど
の
助
け
を
借
り
、
自
分
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま

な
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
状
況
を
周
り
に
説
明
し

て
、
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
協
力
し
て
も
ら
っ
た
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。
相
手
が
困
っ
て
い
る
と

き
は
自
分
が
助
け
ま
す
。
皆
の
協
力
で
働
か
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。ま
た
、

オ
ン
と
オ
フ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
繁

忙
期
は
残
業
続
き
で
す
が
、
他
の
時
期
は
そ
う
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

A
 2.　

事
前
の
準
備
、
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
進
捗

管
理
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
で
す
。
効
率
的
に
仕

事
を
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
、
メ
ー
ル
を
確
認
す

る
時
間
を
決
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
楽
し
み

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
繁
忙
期
の
前
に
家
族
旅
行

の
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
夢
見
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
週
末
の
映
画
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、
自
分
が

癒
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
す
る
の
も
い
い
で
す

ね
。

A
 3.　

パ
ソ
コ
ン
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
次
の
旅
先
に

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
楽
し
み
に
頑
張
り
ま
す
。

Q
 3.　

監
査
法
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
人
の

上
に
立
つ
に
は
ど
の
よ
う
な
能
力
が
必
要
で
す

か
？

A
 1.　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
下
か
ら
ど
う
見
え
て
い
る

か
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
自
信
を

持
っ
て
後
輩
に
後
ろ
姿
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
な
、

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
パ
ー

ト
ナ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

A
 2.　

パ
ー
ト
ナ
ー
は
最
終
判
断
を
す
る
立
場
で

す
か
ら
、
決
断
を
し
、
早
く
結
論
を
出
す
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
供
の
こ
と
で
現
場

を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
は
、
チ
ー
ム
で

情
報
を
共
有
し
て
お
き
、
自
分
が
抜
け
て
も
チ
ー

ム
が
回
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

Q
 4.　

監
査
法
人
で
仕
事
を
す
る
上
で
気
を
つ
け

る
べ
き
こ
と
は
何
で
す
か
？

A
 1.　

長
く
勤
務
し
て
い
る
と
様
々
な
こ
と
が
起

こ
り
ま
す
の
で
、
社
会
で
の
人
脈
を
い
ろ
ん
な

ル
ー
ト
で
築
い
て
お
く
こ
と
で
す
。
い
ろ
ん
な
人

と
関
わ
り
合
い
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

A
 2.　

仲
間
を
持
つ
こ
と
で
す
。
心
が
折
れ
そ
う

な
と
き
に
助
け
て
く
れ
ま
す
。

A
 3.　

監
査
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
事
で
す
。

メ
ー
ル
で
は
な
く
直
接
話
を
し
た
り
、
一
緒
に
食

事
を
し
た
り
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
で
す
。

Q
 5.　

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

A
 1.　

大
学
生
の
時
の
１
年
の
成
長
は
大
き
い
で

す
。
本
を
読
む
、
海
外
に
行
く
、
多
く
の
人
と
出

会
う
な
ど
、大
学
生
活
を
満
喫
し
て
ほ
し
い
で
す
。

就
職
の
時
期
に
は
、
自
分
は
何
が
し
た
い
の
か
、

な
ぜ
そ
れ
を
し
た
い
の
か
な
ど
、
自
分
に
真
剣
に

向
き
合
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

A
 2.　

会
計
士
は
結
構
お
も
し
ろ
い
仕
事
で
す
。

企
業
の
監
査
や
公
会
計
の
仕
事
、
独
立
、
企
業
の

監
査
役
な
ど
、
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。

A
 3.　

い
ろ
ん
な
こ
と
を
辛
い
と
思
う
か
チ
ャ
ン

ス
と
思
う
か
は
自
分
次
第
で
す
。
辞
め
た
い
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
前
向
き
に
コ
ツ
コ
ツ

努
力
し
て
い
る
と
道
は
開
け
ま
す
。

 

2015 年度男女共同参画フォーラムを開催

学術講演会（商学部主催・男女共同参画推進本部協賛）
「女性公認会計士という生き方 －監査法人で積み重ねるキャリア－」

『女性会計士 20 人  人生の中間決算書』
第 1章　あなたの近くで活躍する先輩公認会計士
第 2章　女性会計士の卵は、こんなことを考えている
第 3章　監査法人というフィールド
第 4章　公認会計士に国境なし
第 5章　独立、というもう一つの選択肢
第 6章　新しいフィールドで働く公認会計士
第 7章　長く続けてきた末に発見したこと

＜掲載先リンク＞
http://p.booklog.jp/book/73241
http://p.booklog.jp/book/73243
http://p.booklog.jp/book/73245
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